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被害状況の概要

火災状況

発生日時：平成２６年３月２０日（木） １４時１３分
発生場所：３号渋谷線渋谷入口付近（東京都渋谷区南平台町）
出火原因：電球に塗料が付着し出火した模様（消防実査により出火原因確定予定）
人身被害：作業員1名（31歳）男性が右手指に火傷
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渋-232～渋-236の構造概要
しゅん功 ：昭和４６年９月
供用 ：昭和４６年１２月
上部工 ：単純鋼床版箱桁 上下分離 ２連
下部工 ：鋼製橋脚
設計基準 ：鋼道路橋設計示方書 昭和３９年６月
橋長 ：約６６．３ｍ
全幅員 ：約１０ｍ
桁幅 ：約２．０ｍ
桁高 ：約２．２～２．８ｍ
板厚 ：G2桁被災箇所付近

デッキＰＬ１２mm、Ｗｅｂ１０mm、下ＦＬ１０mm
付属物 ：排水管、ケーブルラック等



損傷状況

上り線（渋232～236桁間 約４０ｍ）
・G２桁Ｗｅｂの一部変形及び塗膜の焼損
・鋼床版の一部変形及び塗膜の焼損
・橋脚及び高速上（舗装、伸縮装置）は損傷なし
・付属物（排水管、ケーブルラック等）の一部が焼損
・仮設足場の一部焼損（下り線境界部）

下り線
・消防の実査（２１日朝）後、現地調査を実施予定
・仮設足場が焼損
・高速上のアスファルト舗装、伸縮装置は損傷なし

写真-４ 仮設足場被災状況（下り線）

写真-５ 高速上（下り） 損傷なし

変形
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足場の焼損状況（足場下から）

写真-１ Ｇ２桁Ｗｅｂ被災状況（変形）

写真-６ 高速上（上り） 損傷なし

写真-２ Ｇ２桁被災状況（塗膜）

写真-３ 鋼床版被災状況（塗膜）


